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おやさと講演会

事事前前特特集集
天
理
図
書
館（
安
藤
正
治
館
長
）は
「
天
理
大
学
創

立
１００
周
年
記
念
・
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
１８３
回
展

漱

石
・
子
規
・
鷗
外

文
豪
た
ち
の
自
筆
展
」
を
、

来
る
５
月
１８
日
か
ら
６
月
１５
日
に
か
け
て
、
東
京
・

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
東
京
都
千
代
田
区
）で
開
催
す
る
。

明
治
と
い
う
激
動
の
時
代
、
日
本
は
近
代
国
家
へ
の

歩
み
を
進
め
る
中
で
、
多
く
の
若
者
が
新
時
代
の
文

化
を
創
出
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
夏
目
漱
石
・

正
岡
子
規
・
森
鷗
外
の
３
人
の
文
豪
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
才
を
存
分
に
発
揮
し
、
近
代
日
本
文
学
の
礎
を
築

い
た
。
同
展
で
は
、
天
理
大
創
立
１００
周
年
に
寄
せ
て
、

漱
石
・
子
規
・
鷗
外
の
自
筆
資
料
３２
点
（
う
ち
初
公

開
資
料
は
１２
点
）
を
展
示
。
同
時
代
を
生
き
た
３
人

が
、
時
に
関
わ
り
な
が
ら
築
い
た
近
代
文
学
の
軌
跡

た
ど

を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
事
前
特
集
で
は
、
同

展
に
関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク
と
と
も
に
、
展
示
資
料
の

一
部
を
紙
上
紹
介
す
る
。

夏
目
漱
石

国
民
作
家
の
誕
生

正
岡
子
規

俳
句
革
新
の
記
録
者

森
鷗
外

医
学
と
文
学
を
融
合
し
た

特
異
の
文
豪

文
豪
た
ち
の

特
色
を
楽
し
ん
で

夏
目
漱
石
は
、
自
筆
原
稿
を

ほ
と
ん
ど
手
元
に
残
さ
な
か
っ

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
漱
石
の
自
筆
原
稿
を
実

際
に
目
に
で
き
る
こ
と
自
体
、

極
め
て
貴
重
な
機
会
と
い
え
る
。

と
り
わ
け『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

第
十
章
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
複
製
も
な
く
、
原
稿
そ
の
も

の
が
専
門
家
に
も
完
全
に
は
読

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一

つ
の
欠
け
も
な
い
形
で
の
発
見

は
近
代
文
学
研
究
に
お
い
て
大

き
な
意
義
を
持
つ
。

ま
た
同
展
で
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
普
段
は
お
目
に
か
か
れ
な

い
貴
重
な
自
筆
資
料
が
多
数
並

ぶ
。
来
館
さ
れ
る
方
に
は
ぜ
ひ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
文
豪
が
用
い
た
筆

記
具
（
漱
石
は
ペ
ン
、
子
規
は

墨
、
鷗
外
は
鉛
筆
）
や
、
原
稿

用
紙
の
違
い
な
ど
、
自
筆
資
料

だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
、
文
豪
た

ち
の
特
色
に
も
着
目
し
な
が
ら
、

資
料
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

太
田
登
・
天
理
大
名
誉
教
授

文
豪
た
ち
の
筆
跡
が
語
る

近
代
日
本
文
学
の
軌
跡

明治から大正期にかけて活躍
した小説家・評論家であり、近
代日本文学を代表する存在であ
る。代表作に『吾輩は猫で
ある』『坊っちゃん』『ここ
ろ』などがあり、鋭い人間
観察とユーモア、深い哲学的
洞察で多くの読者を魅了した。

明治時代の俳人・歌人・評論
家であり、俳句と短歌の革新
を推進した人物。俳句を近代
文学の一分野として確立させた
ほか、短歌の革新にも取り組み、
多くの後進に影響を与えた。本
展で展示される『俳書年表』および『子規
庵句稿別集』は、現在の俳文学の研究にと
って極めて重要な資料となっている。

旧陸軍軍医総監としても
知られる明治・大正期の
文学者で、小説家・翻
訳家・評論家として
活躍した。『舞姫』
『高瀬舟』などを発
表し、理知的で批評精神に
富んだ作風は自然主義と一線を画す。人間の
根源に迫る作品も多く、文学史上、唯一無二
の存在として、いまなお注目されている。ま
た、明治２７年、日清戦争に軍医部長として従
軍。翌年には、記者として従軍した子規が鷗
外を訪問し、俳談を行うなどの交流があった。

漱
石
・
子
規
・
鷗
外
の
自
筆
原
稿
公
開

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』第
十
章（
新
収
資
料
）

『
俳
書
年
表
』（
初
展
示
）

『
魔
睡
』（
本
館
初
展
示
）

漱
石
の
自
筆
原
稿
初
公
開
へ

天
理
図
書
館
は
先
ご
ろ
、
明
治
の
文

豪
・
夏
目
漱
石
に
よ
る
小
説
『
坊
っ
ち

ゃ
ん
』
と
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
自

筆
原
稿
を
収
蔵
し
た
と
発
表
し
た
。

同
館
に
よ
る
と
、
今
回
確
認
さ
れ
た

の
は
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
全
体
に
わ
た
る

１５０
枚
の
原
稿
と
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

第
十
章
に
当
た
る
６２
枚
。
い
ず
れ
も
ペ

ン
で
書
か
れ
て
お
り
、
修
正
や
加
筆
の

跡
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
漱

石
が
物
語
を
構
築
す
る
過
程
で
情
熱
を

も
っ
て
言
葉
を
紡
い
だ
痕
跡
を
と
ど
め

て
お
り
、
創
作
の
息
吹
を
現
代
に
伝
え

る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
の
原
稿
は
、
１
９
９
５
年
に
松

山
市
で
開
催
の
展
示
会
の
図
録
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
が
、
一
般
に
公
開
さ
れ

た
最
後
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
所
有

者
の
元
を
離
れ
て
い
た
の
を
天
理
図
書

館
が
２
０
１
９
年
に
古
書
店
か
ら
購
入
。

図
書
館
が
調
査
し
、
筆
跡
や
来
歴
の
跡

か
ら
、
漱
石
の
自
筆
原
稿
で
あ
る
と
確

認
さ
れ
た
。

同
館
で
は
、
天
理
大
創
立
１００
周
年
の

節
目
を
記
念
し
、
こ
の
新
収
資
料
２
点

を
一
般
公
開
す
る
こ
と
を
決
定
。
５
月

開
催
の
「
漱
石
・
子
規
・
鷗
外

文

豪
た
ち
の
自
筆
展
」
で
、
正
岡
子
規
や

森
鷗
外
の
資
料
と
と
も
に
展
示
す
る
。

天
理
図
書
館
は
４
月
１０
日
、
記
者
会

見
を
行
い
、
天
理
大
名
誉
教
授
の
太
田

登
氏
、
安
藤
館
長
、
三
濱
靖
和
副
館
長

の
３
氏
が
登
壇
。
展
示
の
概
要
お
よ
び

初
公
開
資
料
の
意
義
や
貴
重
性
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

な
お
後
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
奈
良
放
送
局
の

公
式
Ｘ
ア
カ
ウ
ン
ト
が
本
件
の
ニ
ュ
ー

ス
を
投
稿
す
る
と
、
約
３
万
件
の
「
い

い
ね
」
が
付
く
な
ど
の
反
響
が
寄
せ
ら

れ
た
。
著
名
な
文
豪
に
よ
る
名
作
の
自

筆
原
稿
が
、
約
３０
年
ぶ
り
に
そ
の
姿
を

と
ど

現
し
た
こ
と
は
、
文
学
界
に
留
ま
ら
ず
、

世
間
に
も
驚
き
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

明
治
３７
年
、
高
浜
虚
子
の

勧
め
で
漱
石
が
「
山
会
」

で
発
表
し
た
作
品
が
『
吾

輩
は
猫
で
あ
る
』
で
あ
り
、

こ
れ
を
契
機
に
漱
石
は
人

気
作
家
と
な
っ
た
。
本
資

料
は
、
明
治
３９
年
に
雑
誌

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載

さ
れ
た
第
十
章
の
自
筆
原

稿
で
、
２４
行
２４
字
詰
め
の

松
屋
製
原
稿
用
紙
６２
枚
に
、

ペ
ン
で
記
さ
れ
て
い
る
。

す
い
こ
う

推
敲
や
加
筆
の
跡
に
、
漱

石
の
創
作
へ
の
こ
だ
わ
り

が
う
か
が
え
る
。

『
俳
書
年
表
』
は
、
子
規
が
俳
句

革
新
を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
基

盤
と
し
た
調
査
・
分
類
・
記
録
作

業
の
一
環
と
し
て
編
集
し
た
資
料

で
、
観
応
２
年
か
ら
明
治
２４
年
ま

で
に
刊
行
さ
れ
た
俳
書
約
８００
点
を

年
別
に
記
載
し
た
年
表
で
あ
る
。

ま
た
、
「
俳
諧
書
籍
目
録
」「
俳
諧

血
統
」
な
ど
、
俳
諧
史
を
多
角
的

に
捉
え
る
資
料
も
併
せ
て
収
録
さ

れ
、
子
規
の
熱
心
な
研
究
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
年
表
は
明
治

２４
年
に
着
手
さ
れ
、
以
後
も
子
規

の
没
年
ま
で
書
き
加
え
ら
れ
た
が
、

未
完
成
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

さ
む
か
わ
そ
こ
つ

寒
川
鼠
骨
の
識
語
に
よ
り
確
認
さ

れ
て
い
る
。

『
魔
睡
』
は
、
明
治
４２
年

に
文
芸
雑
誌
『
ス
バ
ル
』

第
６
号
に
掲
載
さ
れ
た
作

品
で
、
催
眠
術
を
題
材
に

し
た
内
容
で
あ
る
。
の
ち

に
、
作
中
人
物
の
モ
デ
ル

問
題
に
発
展
し
、
当
時
の

総
理
大
臣
か
ら
呼
び
出
さ

れ
る
騒
動
に
ま
で
な
っ
た

た
め
、
発
表
当
時
、
単
行

本
化
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

本
資
料
は
、
鉛
筆
で
記
さ

れ
た
自
筆
原
稿
で
あ
る
。 『

坊
っ
ち
ゃ
ん
』（
新
収
資
料
）

「
漱
石
・
子
規
・
鷗
外

文
豪
た
ち
の
自
筆
展
」

『
性
欲
雑
説
』（
本
館
初
展
示
）

天
理
大
学
創
立
１００
周
年
記
念

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
１８３
回
展

『
子
規
庵
句
稿
別
集
』（
初
展
示
）

記者会見では、報道関係者を前に、
本展初公開資料の説明が行われた
（４月10日、天理図書館講堂で）

５
・
１８
〜
６
・
１５

ま
さ
な
お

鷗
外
は
医
学
部
の
同
窓
・
小
池
正
直

ら
と
「
公
衆
医
事
会
」
を
設
立
し
、

１
８
９
７
年
か
ら
雑
誌『
公
衆
医
事
』

を
発
行
。
そ
の
誌
上
で
１
９
０
２
〜

３
年
に
連
載
さ
れ
た
『
性
欲
雑
説
』

（
全
５
回
）
の
第
２
回
と
第
５
回
の

自
筆
原
稿
が
本
資
料
で
あ
る
。
原
稿

に
は
雑
誌
掲
載
時
に
は
な
い
書
き
込

み
や
修
正
が
見
ら
れ
、
の
ち
の
正
直

と
の
共
著
『
衛
生
新
編
』
の
第
５
版

改
訂
時
に
、
再
利
用
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
原
稿
に
は
人
間
の
生
理
や

性
欲
に
関
す
る
多
様
な
問
題
に
つ
い

て
リ
ア
ル
に
書
か
れ
て
い
る
。

子
規
と
そ
の
門
下
は
活
発
に
句

会
（
俳
句
を
作
っ
て
互
い
に
発

表
す
る
会
）
を
行
い
、
優
れ
た

句
は
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、

俳
句
革
新
の
推
進
力
と
な
っ
て

い
た
。
本
資
料
は
、
明
治
２９
年

か
ら
３２
年
に
か
け
て
の
句
会
稿

で
、
製
本
さ
れ
ず
当
時
の
形
の

ま
ま
伝
わ
る
。
な
か
に
は
明
治

３０
年
７
月
に
漱
石
が
参
加
し
た

句
会
の
記
録
も
含
ま
れ
、
子
規

と
漱
石
双
方
の
自
筆
稿
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
両
者
の
交
流
を

示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
発
表

後
、
作
家
と
し
て
の
名
声
が

高
ま
っ
た
漱
石
は
、
教
師
を

続
け
な
が
ら
も
次
々
に
新
作

を
発
表
。
漱
石
の
教
師
経
験

を
下
敷
き
に
し
た
痛
快
な
青

春
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
は
、

個
性
的
な
登
場
人
物
と
爽
快

な
展
開
が
特
徴
で
、
漱
石
作

品
の
中
で
も
人
気
が
高
く
、

い
ま
も
多
く
の
人
々
に
愛
読

さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
は
、

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
第
十

章
と
と
も
に
明
治
３９
年
４
月

に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
掲
載

さ
れ
、
同
様
に
松
屋
製
原
稿

用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

天理図書館

天理ファミリーネットワーク 参加者
募集

捨てにくい（処分にお困りになった） お道の仲間と共に学び合い 陽気ぐらしの実践へ第４８回
�お道の本�を
回収させていただきます雅雅楽楽一一手手一一つつ 「「ひひききここももりり」」「「ううつつ」」をを考考ええるる集集いい ようぼく講習会 受講者募集

５月１１日㈰ 場所：養徳社（天理市川原城町３３８）
日時：平日９時～１６時（毎月１０～２０日除く）

毎月２５日９時～１１時
２６日１５時～１６時

5月２６日㈪５月２５日日１７時４５分～ 講 演 Withストレス こころ次第で変わるストレス
講 師 上瀧純一氏

６月８日㈰ 午前９時～午後４時１５分頃
（午前８時３０分受付開始） テーマ：おさづけは有難い開催日時 １３時開演（開場は３０分前）

本部員西浦忠一 公認心理師・臨床心理士（諏訪野分教会長）講 師 午後１時半～午後４時おやさとやかた
南右第２棟 陽気ホール 対象者

ようぼくで、講義・講話やグループ
タイム等の講習会受講が可能な方
（年齢は問いません）
開催場所
おやさとやかた東左第４棟・第５棟

受講お供え ２０００円
定員 ５０人
申し込み締め切り
開催日４日前の午後３時まで

対 象 「ひきこもり」「うつ」の当事者家族、
おたすけに携わっている人

参加費 ５００円（当日受付にて）
内 容 講演、グループでの話し合い
締 切 ５月２０日㈫
申 込 右記からお申し込みください

※２５・２６日にお持ちくださる方は下記お問い
合わせ先までご連絡ください。「教祖にお喜びいただける

歩みを」
演 題

会 場
おやさとやかた南右第２棟
地下２階多目的ホール

入場無料 回収できるもの 回収不可
教内定期刊行物（新聞・雑誌）
一般冊子・単行本・段ボール

三原典など
出演団体 奈良教区、主韻会、

天理高校第１部、第２部ほか ※南右第２棟駐車場は利用できません注意：新聞・雑誌・段ボールを種別ごとにまと
ひも

め、１０㌔以内になるように紐で縛るか、
段ボールに入れてお持ちください。

会場＝第二食堂
※所要時間：６０分

詳細はホームページ▶
連絡先

天理ファミリーネットワーク事務局 Ｅメール：tenrifamilynet@gmail.com
後援：ひのきしんスクール（布教部社会福祉課内）�０７４３‐６３‐２３１４
※電話の場合、後日、担当者より連絡いたします。

問い合わせ天理教音楽研究会 TEL ０７４３‐６３‐１５１１
MAIL gagaku.onken@gmail.com 問い合わせ 教養室庶務掛 �０７４３‐６３‐２１０９天理教教会本部 お問い合わせ 養徳社 業務部窓口 �０１２０‐９２０‐３９８
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天理展
会期：１０月１５日㈬

～１１月１７日㈪
会場：天理参考館

開催要項
会期：５月１８日㈰～６月

１５日㈰※会期中無休
時間：午前９時３０分～

午後５時３０分まで
（入場は午後５時まで）

会場：天理ギャラリー
（東京都千代田区神田錦町
１-９東京天理ビル９階）

（４）立教１８８年（令和７年／２０２５年） ５月７日第３種郵便物認可 週刊（水曜日発行）週刊（水曜日発行） 第３種郵便物認可第４８８２号立教１８８年（令和７年／２０２５年）５月７日（５）
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